
 

保護者アンケート結果の報告と御礼 
 
新年あけましておめでとうございます。保護者の皆様におかれましては、日頃より本校

の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。今年もよろしく
お願いいたします。 
さて、昨年７月と 12 月に実施いたしました保護者アンケートでは、貴重なご意見をお

寄せいただき、誠にありがとうございました。２回のアンケート結果を比較・分析してみ
ました。教育活動の成果と今後の課題を皆様と共有させていただきたいと思います。 
 
１ 学校生活と家庭学習における肯定的な変化 
（１）学校の取組への高い評価として、「学校行事や生徒会活動」「地域との関わり」「健

康管理や安全教育」がありました。すべてで 90％を超えており、保護者の皆様か
ら信頼されていると受け止め、今後もこの信頼を礎に生徒たちが安心して学校生活
を送れるよう努めてまいります。 

（２）「学校生活を楽しんでいる」「相談や悩みに適切に応じている」も、90％を超えてい
ます。安全・安心な学校づくりを目指していますので、今後も継続してまいりま
す。 

２ 今後の重点課題と改善に向けた取組 
（１）「家庭で毎日勉強している」という項目では、３年生のみ評価が向上し 80％を越え

ました。しかし、家庭学習の習慣が身に付いていないことは従来からの重点課題で
したが、１・２年生は大きく下がり、今回も顕著となりました。基礎学力の定着に
は家庭学習が必須です。３年生の後半からではなく、今からの改善が必要です。 

（２）「月に一冊は本を読んでいる」という項目では、１年生は改善が見られましたが、
２年生が大きく下がりました。読書習慣を身に付け活字を読むことは、読解力の定
着につながります。朝読書を充実させたり、図書室の利用を更に促進したりして、
本に親しむ機会をより一層創出することで、読書習慣を確立してまいります。 

（３）「基本的な生活リズム（早寝・早起き）が定着している」という項目について、
１・２年生は 60％台で依然として低いですが、３年生は大きく向上しました。 
部活動を引退し、進路実現に向けて家庭学習が定着した結果、基本的な生活リズム
に好影響を与えていると考えられます。１・２年生は放課後や休日、部活動等で頑
張っていますが、更に部活動や家庭学習を習慣化させることが大切です。基本的な
生活リズムの維持に向けて、学校での取組はもとより、ご家庭との連携が不可欠で
す。一層の連携をお願いいたします。 

 
前述のように、教職員一丸となって教育活動の改善に努めてまいります。生徒たちの健

やかな成長のためには、保護者の皆様との連携が何よりも重要です。今後とも、本校の教
育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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